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Table1 分析対象とした医薬品 

鎮痒剤 Crotamiton 

鎮痒剤 Lidocaine 

解熱鎮痛消炎剤 Ketoprofen 

防虫剤 DEET 

解熱鎮痛消炎剤 Propyphenazone 
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1.はじめに

近年、医薬品起源の化学物質が新たな環境

汚染物質として注目され、水生生物等への影

響が懸念されている。発生源の１つとして人

の生活圏があげられ、生活排水処理場では調

査・研究が行われている（鈴木ら、2008）。

一方、農業集落排水処理施設（以下農集）の

調査例は少ない。そこで多田ら(2012)により

農集における医薬品成分の通年実態調査が行

われ、医薬品 5 種類（Crotamiton,Lidocaine,Ke

toprofen,DEET,Propyphenazone）が特徴的な季

節変動を示すことを明らかにした。 

そこで本研究ではTable1に示す 5種類の医

薬品を対象に、新たに終日調査を実施するこ

とで、医薬品の 1 日の詳細な変動を明らかに

していくことを目的とした。 

２.研究概要

調査した農集の処理方式は回分式活性汚泥方

式を採用し、2槽の回分槽を有している。計画処理

人口は1,760人で実処理人口は1,419人である。調

査は2012年7月26日～2012年7月27日に実施し

た。処理水が放流される計8回のサイクルごとに消

毒後放流水を採水した。今回は溶存態の医薬品 

濃度を調べるため、ガラスフィルタ（GF/C）でろ過し、

OasisHLBカートリッジで固相抽出を行い、

LC/MS/MSで分析を行った。 

施設内流入汚水量は 17:00 から 20:00、5:00

から 7:00に人間が活動する時間に伴って 2回

大きなピークを示した(Fig. 1)。調査期間中の

放流水の平均水温は 26.3℃であった。 

 

 

Fig. 1 施設内流入汚水量 

３.結果と考察

3.1検出結果 

 Fig. 2 に検出された医薬品の濃度範囲を示

す。各医薬品検出濃度は 1 ng･L
-1から 10,000

ng･L
-1まで差がみられた。 

3.2 流出医薬品の日変動 

 ここでは、医薬品の日変動の検討を行なっ

た。防虫剤（DEET）と鎮痒剤（Lidocaine）

の変動を Fig. 3 に、解熱鎮痛消炎剤（Ketopr

ofen,Propyphenazone）の変動を Fig. 4 に示し

た。凡例が黒塗りになっているのは NO.1 回

分槽由来、白塗りになっているのは NO.2 回 
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Fig. 2 医薬品の検出濃度範囲 
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▲●:NO.1 回分槽,△○: NO.2 回分槽 

分槽由来の処理水分析結果である。防虫剤（D

EET）は 10:30~12:00 に濃度が上昇した。鎮

痒剤（Lidocaine）も同様に 10:30 に濃度が

上昇した。解熱鎮痛消炎剤（Propyphenazo

ne）は 6:00 に濃度が上昇した。解熱鎮痛消炎

剤（Ketoprofen）は 0:00 と 12:00 に濃度が上

昇しており、最大濃度は 0:00 に表れた。この

ことから、1 日の変動の中に医薬品ごとに異

なるピーク時間を持つことがわかった。 

Fig. 3 防虫剤(DEET),鎮痒剤(Lidocaine)の日変動 

Fig. 4 解熱鎮痛消炎剤 

（Ketoprofen,Propyphenazone）の日変動 

鎮痒剤（Crotamiton）の変動がみられなかった

のは、下水処理を受けても分解されず、汚泥

吸着もほとんどない(鈴木ら、2008)という特

徴が理由の 1つと考えられる。鎮痒剤（Crota

miton）と回分槽流入量との関係(Fig. 5)を検

討したが、流量と明瞭な関係性はみられなか

った。 

 

 

 

4．まとめ 

本研究より、医薬品は農集の処理水中に定

常的に存在していることがわかった。また時

間によって異なるピーク濃度を示す医薬品が

存在することが示唆された。一方で、ピーク

濃度を示さず一定濃度で推移する医薬品もみ

られた。それら医薬品に対しては今後も注視

し、長期的に調査、実験を継続していく必要が

あると思われる。 

 本研究は科学研究費補助金基盤研究

(B)22380131（代表者:治多伸介）により行った。 
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Fig. 5 回分槽流入水と鎮痒剤（Crotamiton） 

の日変動 

▲●:NO.1 回分槽,△○: NO.2 回分槽 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

15:00 18:00 21:00 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00

濃
度

(
n

g
・

L
-
1
)

DEET(×10) Lidocaine

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

900 

1,000 

15:00 18:00 21:00 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00

濃
度

(n
g
・

L
-1

)

Ketoprofen Propyphenazone(×100)

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

350 

0

10

20

30

40

50

60

70

15:00 18:00 21:00 0:00 3:00 6:00 9:00 12:00

濃
度

(n
g・

L-1
)

流
量

(m
3
・
h

-1
)

回分槽流入量 Crotamiton

－713－




